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BY（びーわい）スタンプ 第３回 運営会議 要旨（速報版） 

 

○日 時：平成 16 年 7 月 8 日（木） 14:00～17:00 

○場 所：機構 4 階 会議室 

○参加者： 

区分 団体名 代表者 備考 

天の川を清流にする会 笹本宰正  

猪名川・神崎川水質研究グループ 中本二朗  

鵜殿クラブ 江口 聰  

ひらかた星垂の会 赤城正幸  

「ええことネット」交野ケナフの会 松山岩脇 欠席 

川の会・名張 川上 聰  

近木川流域自然大学研究会 橋本夏次  

子どもと川とまちのフォーラム 小丸和恵 代理 

東近江水環境自治協議会 丹波道明  

琵琶湖・淀川水系を考える会 伴 一郎  

水と文化研究会 小坂育子 欠席 

運営委員 

淀川愛好会 澤井健二 代理 

事務局 

（機構） 

青木局長、河野次長、吉村部長、森本部長、 

柳田部長、芳谷研究員、山下事務職員 
 

 

○議題 

１．ＢＹスタンプラリーの状況 

２．意見交換会 

３．その他 

 

１．ＢＹスタンプラリーの状況 

事務局より、1）ＢＹスタンプラリーの状況（資料 1）を説明。以下、質疑応答。 

(1)協賛グループ 

○猪名川流域に限っての話だが、近くに水関連施設が無いため、参加者から「一庫ダム」

や「人と自然の博物館」等も協賛グループに加えてほしいとの意見を聞いている。 

(2)かわら版について 

○現在のかわら版の配布状況について質問有り。現在は月 1 回協賛グループ（水関連施

設、NPO 団体）に必要部数を送付し、スタンプラリー参加者にはスタンプ台紙等の

送付時に同封している。 

(3)応募状況について 

○スタンプ台紙の配布数に対して、スタンプラリー応募者数が少ない(現在約 3 万枚配

布中 280 枚応募：応募率約 1％)。 

○ルール以外の「施設＋施設」で応募しているケースが多い（初級参加者の約 4 割）。 

 

２．意見交換会 

事務局より、2）意見交換等（資料 2）を説明し、意見を求めた。 

2.1 スタンプラリー実施における課題、改善点 

(1)スタンプラリーのルール、スタンプ台紙 
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○多くの参加者がスタンプラリーのルールを理解していないようであるため、今後参加

者にルールをわかりやすく伝える工夫が必要ではないか。 

○施設見学者でスタンプ台紙を記念品として持ち帰る人が多いものと推測される。 

○多くの水関連施設では、自由にスタンプが押せるようにしているためではないか。 

○対策として、［スタンプ台紙に「施設」「ＮＰＯ」を押す場所が一目でわかるようにす

る］や、［水関連施設に対しスタンプの置き場所や、スタンプラリーのルールに関す

る注意書き等を掲示してもらう］等が考えられる。今後事務局で対応する。 

○水関連施設でも、学習会等のイベントがある場合には、イベント登録を行って「ＮＰ

Ｏ」として取り扱ってもよいのでは。 

○水関連施設のイベント状況等を事務局で確認し、その取り扱いを含め検討する。 

(2)かわら版、ホームページ 

○参加者から、「かわら版」や「ホームページ」のイベント情報で参加したという話は

殆ど聞かない。 

○かわら版の配布はイベント時や事務局に置いているが持ち帰る人は少ない。今後は協

賛グループ以外の施設（市役所、NPO センター等）に置いてもらってもよいのでは。 

○申し入れがあった「ひらかたＮＰＯセンター」以外で協力して頂ける施設を確認する。

合わせて、ラリー参加者で資料を希望している方に対して、メール等で配布する。 

○かわら版のレイアウトを、参加者が進んで参加したくなるように、「当月の開催イベ

ントを重点に告知する」、「当月スタンプ出来るＮＰＯ団体を表紙に記載する」等工夫

する。 

(3)その他 

○ボーイスカウト連合会へＰＲして、各地域でスタンプラリーへの参加を促してみては

どうか。 

2.2 協賛グループの拡充 

○取り急ぎ、運営会議メンバーから、活発に水環境活動に取り組んでいる団体を紹介し

てもらうこととし、協賛グループ申込用紙等必要資料を運営会議メンバーに配付。 

2.3 交流会（仮称） 

○案として、実施時期はスタンプラリー終了後の 3 月頃、内容はポスターセッションや

参加者の表彰、活動場所などの現場見学などがあるのでは。 

○協賛グループが他の活動に参加する機会が少ないので、グループ間の連携を図るため

に、各ＮＰＯ協賛グループが一同に介して現場交流会的なものを行ってもよいのでは。 

○例えば、ある協賛グループのイベント（河川清掃等）にみんなで参加し、スタンプラ

リー交流会（仮称）の企画や、意見交換を行うなどがよいのではないか。これら交流

会は年２回程度実施できれば理想である。 

○現場交流会（仮称）の実施場所は、京都府内（鴨川、疏水、三川合流点等）、時期は 9

月頃がよいのでは。 

○現場交流会（仮称）については、実施時期や場所、会場、内容などについて早急に事

務局で検討する。 

 

３．その他 

○次回準備会（現場交流会として実施する場合）：9 月 20 日（祝） 時間未定 

 

以上 


